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外気温に応じて水中で溶解と白濁
を繰り返し発現する低分子化合物
温度応答型スマートウィンドウへの応用が期待

溶媒に溶けている溶質が一定の温度(LCST)を超えると相分離する現
象を示す化合物群が知られている。その代表としてポリ(N-イソプロピルアク
リルアミド)(PNIPAm)が研究されており、温度応答型スマートウィンドウへ
の適用事例が報告されている。しかし、PNIPAmのLCSTは31℃と一定
であるため、より柔軟に外気温に応じたLCSTに対応できる化合物が産業
上望まれていた。
発明者らは研究の末、新規化合物の合成に成功した。この化合物は、
その構造の一部を改変させることで、LCSTを約25～55℃の範囲で制御
可能であることに特徴を見出している。スマートウィンドウへの適用を考えた
場合、その大半は電圧のON・OFFで透過・非透過を切替える方式のため
電源を必要とする。一方で本件化合物を用いたスマートウィンドウは外気
温の変化により自発的に透過・非透過を切替えるため、電源がない場所
でも使用可能である特徴をもつ。さらに、光の透過具合に応じた熱のコント
ロールにより暑熱対策効果も期待がもてる。

概要

 温度応答型スマートウィンドウ
 温度応答型フィルム
 温度変化を可視化する材料
 界面活性剤

[1] JST新技術説明会、2024年10月1日発表「冷やすと均一に溶け、
温めると分離して濁る水溶液とその応用」
https://shingi.jst.go.jp/list/list_2024/2024_hokkaido.html
#20240709X-003
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お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

※mは2または3、R1は水素基
またはメチル基、R2は炭素数3ま
たは4の直鎖状または分岐鎖状
のアルキル基

LCSTを有する
化合物の構造式

構造改変によりLCSTが変化
→最適なLCSTを有する化合
物を選択可能

LCSTより低温の時に透明になり
高温の時に白濁する

透過

非透過

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html
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